
JSO SUP FES 2023 関東地区 実施報告書 

“SUPをより安全に楽しむために” 

 

 
 

日時 2023年 6月 11日（日） 

場所 横浜市金沢区”海の公園”柴口休憩所付近浜辺または管理センター内会議室  

    

事前募集の参加申し込み人数は 12名（男性 7名 、女性 5名）でしたが、2日前の 9日（金）

夜に雨天決行のご案内を参加者へメール連絡したところ、６名からキャンセルの回答が有

り。また 2名は横浜 SUP 倶楽部メンバーで東北レースへの参加のため、キャンセル。当日

は予報通りに朝から小雨が降っていたこともありましたが、一般参加で 3 名(男性 2 名, 女

性 1名)、および横浜 SUP 倶楽部メンバー5名（男性 1名、女性 4名 ※ボランティア兼任）

の合計 8名が参加。屋外でのスケジュールでは雨は止み、曇天の中、風も穏やかなコンデシ

ョンとなり、以下の内容で予定通りにイベントを実施致しました。 



   

実施内容 
 

   8:00 STAFF 集合  JSO メンバー /大石隆太郎、松井重樹、平沼豊、衛藤慶祐             

入来麿、酒井耀介 

             木上佳代子（横浜 SUP 俱楽部）柿澤寛（横浜 SUP 倶楽部） 

             座間吉成（金沢臨海サービス） 

                        源純夏（吉野川フェスティバル 2023実行委委員） 

              

      8:30 搬入および設営（浜辺エリアおよび会議室） 

      9:30～受付 担当 入来麿 

  ビブスおよび資料配布（SUP スタートガイド、SUP 安全推進会議チラシ、テ

キスト/ SUP の心得マナー、SUP 用具チェック、SUP に適したライフジャケ

ット、コンデションと危険エリア） 

     10:03 会議室（管理センター2F）にて講義開始  

     1）SUP の心得,マナー   講師 衛藤慶祐 

          2)  SUP 用具チェック   講師 松井重樹 

     3)  SUP に適したライフベスト 講師 酒井耀介 

     4)  コンデション（気象状況、危険エリア）について 講師 大石隆太郎 

     5)  救命講習（心肺蘇生・AED） 講師 木上佳代子 

       スタッフも講習へ参加  

     6)  救命講習フォローと津波フラッグ 講師 源純夏、座間吉成 

   11:54 講義終了（撤収および搬出～浜辺エリアへ移動）※1時間押しとなった 

   12:00 イベント協力ショップ スピードウォール菅野誠 来場 

      実施記念写真撮影  

      天候回復のため、残りの予定も引き続き実施 

用具に関しての質疑応答  

       海上講習 担当 源純夏、横浜 SUP 倶楽部メンバー 

       試乗会 8名参加 

   12:51  帰着 / ビブス回収 

   13:50  閉会の挨拶 担当 大石隆太郎 

       引き続き 撤収および搬出、車両通行証および会議室貸鍵の返却 

   15:30 イベント終了 

 

 

 



イベントの様子 

 

 



 



 
 

室内講義の様子 
SUP の心得 

 



ギアチェックポイントについて 

 
ライフベストについて 

 



救命講習 

 

 



津波フラッグについて 

 

海上講習とギア試乗の様子 

 



 

集合写真 

 


